
　

伊
敷
小
学
校
は
、
明
治
25

年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
創

立
１
２
５
年
を
迎
え
ま
す
。

児
童
数
が
１
８
０
０
人
を
超

え
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
西
伊
敷
小
学
校
、
花

野
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
、

現
在
、
児
童
数
４
３
３
人
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
戸
数
３
３
９
戸
の
学

校
で
す
。

　

社
会
環
境
が
変
化
し
、
価

値
観
も
多
様
化
す
る
現
在
、

学
校
教
育
だ
け
で
な
く
、
家

庭
教
育
の
充
実
が
一
層
求
め

ら
れ
て
お
り
、
本
校
で
行
っ

て
い
る
家
庭
教
育
学
級
へ
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
校
の
家
庭
教
育
学
級

は
、
１
年
生
の
保
護
者
全
員

を
学
級
生
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。１
年
生
の
学
級
で
は
、

年
度
当
初
の
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
、
学
級
委
員
長
や
各
専
門

部
員
を
決
め
る
と
き
に
、
家

庭
教
育
学
級
の
役
員
も
選
出

し
て
い
ま
す
。
各
学
級
か
ら

選
出
さ
れ
た
役
員
（
２
人
×

３
学
級
）
が
集
ま
っ
て
、
学

級
長
、
副
学
級
長
、
書
記
等

の
役
員
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
開
講
式
か
ら
始
ま

り
、
２
月
の
閉
講
式
ま
で
年

間
８
回
の
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
級
生
は
、
１
年
生

の
保
護
者
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、学
習
内
容
に
よ
っ
て
は
、

２
〜
６
年
生
の
保
護
者
に
も

文
書
を
配
布
し
、
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
は
、
例
年
、
校
長

及
び
伊
敷
公
民
館
長
の
挨
拶

と
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
話
の
中
で
、
家
庭
教
育
の

重
要
性
や
家
庭
教
育
学
級
の

大
切
さ
を
話
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
年
間
学

習
計
画
を
話
し
合
い
ま
す
。

大
ま
か
な
計
画
は
、
役
員
が

事
前
に
前
年
度
の
役
員
と
の

引
継
ぎ
会
の
と
き
に
立
案
し

て
お
き
、
そ
れ
を
提
案
し
ま

す
。

　
「
家
庭
教
育
の
充
実
」
と

か
「
子
ど
も
の
し
つ
け
」
等

を
前
面
に
出
す
と
参
加
者
が

少
な
く
、
趣
味
的
な
も
の
だ

と
参
加
者
は
増
え
ま
す
が
、

家
庭
教
育
学
級
本
来
の
趣
旨

か
ら
逸
れ
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

学
級
生
の
興
味
や
関
心
を
引

き
、
か
つ
子
育
て
に
役
立
つ

内
容
に
な
る
よ
う
、
役
員
は

工
夫
を
凝
ら
し
、
講
師
と
十

分
打
ち
合
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
の
学
習
内
容
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
の

「
親
子
で
取
り
組
む
作
文
講

座
」「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
（
食

育
）」
は
、
親
子
で
多
く
の

学
び
が
あ
り
ま
し
た
。「
な

か
ま
を
つ
な
ぐ
人
権
同
和
教

育
」
で
は
、
参
加
体
験
型
学

習
で
行
い
、
と
て
も
充
実
し

た
学
習
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
〜
音
楽

で
子
ど
も
の
感
性
を
育
て
よ

う
〜
」
で
は
、
音
楽
療
法
の

特
徴
や
効
果
に
つ
い
て
、
講

話
と
実
技
で
学
び
ま
し
た
。

音
楽
を
と
お
し
て
、
子
ど
も

の
心
を
育
て
る
楽
し
さ
や
音

楽
の
も
つ
素
敵
な
力
を
実
感

し
た
講
座
で
し
た
。

　
「
か
ら
だ
元
気
！
こ
こ
ろ

元
気
〜
姿
勢
改
善
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
〜
」
で
は
、
姿
勢

改
善
の
必
要
性
、
姿
勢
改
善

と
心
の
関
係
、
す
ぐ
に
実
践

で
き
る
姿
勢
改
善
法
を
学
び

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
子
ど

も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
言

葉
か
け
〜
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

〜
」
に
つ
い
て
も
、
様
々
な

具
体
例
や
演
習
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
出
さ
れ
た

「
教
育
改
革
国
民
会
議
報
告
」

に
も
あ
る
よ
う
に
、「
教
育
」

と
い
う
川
の
流
れ
の
、
最
初

の
水
源
の
清
冽
な
一
滴
は
、

家
庭
教
育
な
の
で
す
。
子
ど

も
の
躾
は
保
護
者
の
責
任
と

楽
し
み
で
あ
り
、
た
い
て
い

は
小
学
校
入
学
ま
で
に
生
活

の
基
礎
的
訓
練
を
終
え
る
の

が
常
で
す
。
家
庭
に
お
い
て

は
保
護
者
の
も
と
で
、
団
体

行
動
に
従
え
る
こ
と
、
挨
拶

が
で
き
る
こ
と
、
単
純
な
善

悪
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
、
我
慢
す
る
こ
と
な
ど
を

身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　

伊
敷
小
学
校
で
は
、
こ
の

報
告
に
書
か
れ
て
い
る
思
い

を
保
護
者
と
共
有
、
大
事
に

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
家

庭
教
育
学
級
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
頭
　
山や

ま

下し
た

　
四し

郎ろ
う

）

からだ元気！こころ元気〜姿勢改善からのアプローチ

音楽セラピー 〜音楽で子どもの感性を育てよう〜

家庭教育学級の充実をめざして
鹿児島市立伊敷小学校

Ｐ Ｔ Ａ 活 動


